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旭市教育委員会教育総務課 学校再編室  

－保護者と地域の協働による検討会議－

矢指小学校の再編にかかる

第２回学校再編地域検討会議を開催しました

８月５日（水）午後６時３０分から旭市役所市民ホールにおいて、矢指小学校 学校再編

地域検討会議を開催しました。

今回の会議では「各学校の避難計画」、「統合校の候補地」について事務局から説明し、

その後意見交換を行いました。（詳細は裏面に掲載）

会議で出た意見をもとに、今後も矢指小学校の再編について検討していきます。

候補地
基本方針 案1

 矢指小学校
基本方針 案2

 第一中学校

航空写真

敷地面積 ２３，０３２㎡ ２８，９２９㎡

学校間距離

富浦小→矢指小 距離3.4km 徒歩46分 車５分

※富浦学区からスクールバス運行を検討

富浦小→一中 距離2.4km 徒歩33分 車４分
矢指小→一中 距離2.5km 徒歩35分 車５分
※富浦・矢指学区からスクールバス運行を検討

（一部地域のみ）

統合時期
の目安

２０３０年（令和１２年） ２０３６年（令和１８年）以降
※中学校再編状況によるため見通しは不透明

改修内容
の目安

体育館空調設備の設置、駐車場整備、教室
棟増築（必要に応じて） など

教室の仕様変更、トイレ・水回りの改修、階段
手すり、バリアフリー化、遊具設置 など

備考

既存の小学校を活用することで、通学路や
学校周辺の安全対策を効率的に進めること
ができるほか、早期の学校統合による望ま
しい教育環境の提供ができる。

児童の通学の安全確保に向けた対策を要するこ
とや、児童の望ましい教育環境で学ぶまでの期
間が長期化する可能性がある。

現在の
避難計画

・津波警報の場合：矢指小学校体育館２階
へ避難
・大津波警報の場合：旭中央病院附属看護
学校へ避難(約2km)

・津波警報の場合：なし

・大津波警報の場合：校舎４階へ避難

候補地比較表（会議配付資料 一部抜粋）



【お問い合わせ先】 旭市教育委員会教育総務課学校再編室

TEL：0479-85-8614 FAX：0479-62-5855

Email：kyo-saihen@city.asahi.lg.jp

学校再編ホームページ 学校再編基本方針の説明動画 旭地域南小学校の説明動画 地域検討会議

※富浦小学校 地域検討会議の意見はホームページよりご覧いただけます。

第３回会議開催予定 日時：令和８年９月７日（月） 午後６時３０分から

場所：旭市役所1階市民ホール

※この会議は傍聴することができますが、会場内のスペースの関係により定員を10名とします。あらかじめご了承ください。

○10年後に一中で統合したとしても、その頃には
もっと人数が減っていると思うので、矢指小のほう
が適していると思う。現状避難訓練も実施しており、
避難体制は取れている。

○保護者アンケートでも早期統合を望む意見が多
かったので、一中では時間が掛かりすぎる。今の矢
指小だと特別支援学級が不足する可能性があるので、
校舎を増築する際に２階建てにすれば、津波のリス
クもある程度解消できると思った。

○この会議が開かれているという必要性や現状の問
題点を考えると早いほうがいいと思うので、矢指小
が有力。ただ津波が気になっている富浦学区の方の
不安を払拭できるような検討は必要。

○矢指小のほうが現実路線だと思う。津波対策とし
ては、例えば津波避難タワーを近くに作るとか、何
かしらの方法で不安が払拭できたらよい。

○矢指小でいいと思っていたが、今回の資料を見て、
中央病院までの２キロの道を低学年の子が歩いてい
けるのかと思った。一中のほうが安全だと思うが、
統合時期が不透明なので悩ましいところ。

○矢指小以外議論の余地はないと思う。津波の件で
高さばかりに気にしているが、垂直避難というのは
最後の手段であり、階段がないことで脱出がしやす
いという利点もあるので、複合的にリスクを判断す
るべき。

○矢指小でいいと思う。東日本大震災の時に液状化
した道路もあるので、そういうところが避難経路に
ならないように検討してほしい。

○海岸からの距離は富浦小のほうがあるが、矢指小
は標高が高いところが結構あり、水産会社の倉庫や
冷蔵庫なども壁になるので、富浦小のほうが浸水区
域が深くなっている。

○矢指小は、大雨警報等が出た時の児童の引き渡し
が、ドライブスルーのように保護者が車から降りな
くても児童を引き渡しできるという、ほかの学校に
はない良さがある。

○単純に矢指小のほうがスピーディーに統合できる
というのを感じた。学校の周りに駐在があるという
のも安心感につながる。

○矢指小の中央病院までの避難経路は、津波避難道
路を歩くようにしている。少し遠回りにはなるが、
歩道が整備されているので車を気にせずに歩けて、
かえって安全だと考えている。

○楽観視してはいけないが、現実的にそこまで津波
が到達するのだろうかという考えや、避難している
途中に別の被害に遭わせたくないという考えもあり、
何が一番いいのか模索している。

○一中のほうは見通しが不透明となっているので厳
しいと思う。まずは２校で矢指小に統合するのがい
いと思う。

○スピード感の面で矢指小しかあり得ないと思って
いる。災害対策というのは切りがなく、最悪の事態
を備えることも大事だが、現実的に施設としてどこ
まで備えるかということもある。２階建ての校舎を
増築して垂直避難のキャパを増やすという案もよい。

○津波は昼に来るか夜に来るかわからないので、街
灯がほしい。また、中央病院に行く道路の十字路で
事故が発生しているので気を付けてもらいたい。

第２回矢指小学校地域検討会議で出た主な意見

委員から出た意見を要約して掲載しています。
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